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日頃よりお世話になっている支援議員をご紹介します！ 第7回
浅尾 慶一郎先生

　生保産業を取り巻く環境が大きく変化する中、様々な課題が山積しています。そうした課題の中には、組合員一人ひとりや各組合の努力だけでは解決できない「国の政策・制度」
に関わるものがあります。生保労連では、こうした課題を産業政策課題と位置付け、25万組合員の力を結集するとともに、支援議員の先生方と連携し、国政や行政などに対し働き
かけを行っています。
　そこで、日頃、生保産業のためにご尽力いただいている先生方を組合員のみなさんにより身近に感じていただけるよう、先生のお人柄やこれまでのご活躍、先生から組合員のみ
なさんへのメッセージをご紹介します。
　第７回目となる今回は、前衆議院議員の浅

あさ

尾
お

 慶
けい

一
いち

郎
ろう

先生をご紹介します。

　浅尾先生は1964年生まれで、少年時代にはお父様の仕事の関係でアメリカやカナダで
過ごした経験をお持ちです。東京大学卒業後、日本興業銀行に入行、米国スタンフォード
大学経営大学院に留学されています。
　1998年の参議院議員選挙で初当選、2期務められた後、2009年の衆議院議員総選挙
に初当選、これまで衆議院議員を3期務められています。
　参議院財政金融委員長やみんなの党代表等の要職を歴任され、金融・経済に精通した
政策通として、生保労連の産業政策課題に積極的なご支援をいただいています。
　特に、「郵政民営化に関する問題」については、公平・公正
な競争条件が確保されない中での、かんぽ生命の業務範囲
の拡大に断固反対する立場から、貴重なアドバイスをいた
だいています。

特技：知り合った人の顔と名前と経歴を覚える事
趣味：スタンドアップパドルサーフィン
好物：いちご

　日頃よりご支援賜り誠に有難うございます。
　毎年開催いただきます、「くらしと生命保険を語る会」では
さまざまなご意見を頂戴し、私としても大変参考になります。
　今年、最大の話題は新型コロナウイルスでしょう。東日
本大震災以降、地震や台風等の風水害、そして今度は疫病
とさまざまな災害が日本そして世界で発生致しました。
その度に多くの国民のみなさまが社会保障を補完する生
命保険の役割・有難さを感じております。社会保障ではカ
バーしきれない部分の補填をみなさまにお願いしている
からです。
　企業努力により国民のみなさまに利便性の高い商品を提供し、同じ条件で切磋琢磨
頂くことが国民全体の利益になります。その意味で、生保労連執行部のみなさまとタッ
グを組んで、郵政民営化後のかんぽ生命が本当に同じ条件で競争しているのかどうか
を監視していくことは、消費者の利便性向上にもつながります。
　今後も、引き続き同じ視点で活動して参ります。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

生保労連組合員のみなさんへ浅尾 慶一郎先生のご紹介

▲ 趣味のスタンドアップパドル
　サーフィンを楽しむ浅尾先生

●「キャップの貯金箱推進ネットワーク」ってどんな団体？
山本副委員長（以下、山本）：「キャップの貯金箱推進ネットワーク」はどのような活動をしている
団体なのですか？
湯川さん（以下、湯川）：私どもは、内閣府認証の特定非営利活動法人です。キャップのリサイク
ルを通じた「二酸化炭素削減による地球温暖化防止・プラスチック素材の再利用」「病気に苦し
む子どもたちへのワクチン寄付」「分別作業を通じた障がい者の自立支援」の３つを主な取組みと
して活動しています。

山本：「ワクチン寄付」の活動について、もう少し詳しく
教えていただけますか？
湯川：今、世界では１日に約4,000人の子どもたちがワ
クチンで予防可能な感染症で亡くなっています。私た
ちは、普段、何気なく捨てられているペットボトルのキ

ャップを集め、その売却益を「世界の子どもに
ワクチンを 日本委員会」（JCV）を通し、世界
中で救いの手を必要としている子どもたちへのワクチン提供や、必要な医療物資等をお贈りする
お手伝いをしています。キャップ約800個でポリオ（小児麻痺）感染から子どもを一人救うことが
できます。
　直近７ヶ月間で生保労連さんからお寄せいただいたエコキャップ回収総数は45,389個とな
り、これは、ポリオワクチン56名分に相当します。多くのみなさまのご協力に改めて感謝申し上
げます。
山本：どうもありがとうございました。生保労連では、引き続き「エコキャップ回収運動」に参画
してまいります。これからもよろしくお願いします。

▲湯川さんにキャップを手渡す山本副委員長

▲世界中でワクチンを必要とする子ども
　たちがいます

 ペットボトルキャップ、何気なく捨ててしまっていませんか？
～一人ひとりのご協力が小さな命を救います～

　生保労連では、身近なところからできる社会貢献活動として、年間を通じて「エコキャップ回収運動」に参画しています。今回、埼
玉県戸田市にあるＮＰＯ法人「キャップの貯金箱推進ネットワーク」を訪問し、事務局の湯川千春さんにインタビューを行いました。
　みなさんから寄せられたキャップが、どのように役立てられているのか、湯川さんへのインタビューを通じてご紹介します。

異物（ライター・乾電池などの危険物）が混ざらないようにお願いします。混在していると作業中
の事故につながります。また、アルミキャップは回収の対象外ですのでご協力をお願いします。

ペットボトルキャップ送付の際、ご注意いただきたいこと

● キャップを集めて、途上国の子どもたちに
　ワクチンを提供

ⓒ JCV

1 テレワーク制度とは？
　テレワーク制度は、自宅で仕事をする「在宅
勤務」、所属以外のオフィスを利用する「サテラ
イトオフィス」、ＰＣやスマートフォンを利用し、選
択した場所で仕事をする「モバイルワーク」の大
きく3種類に分けられ、ワーク・ライフ・バランス
の実現や生産性向上など、幅広い観点から社会
全体で導入・活用が進められています。
　総務省の調査によると、日本企業の約4分の
1でいずれかの制度が導入されており（予定含
む）、特に在宅勤務については、現在、新型コロ
ナウイルス感染予防対策としての活用が急速に進んでることはご承知の通りです。

2 生保産業でも活用が進みつつある
　生保産業においても、在宅勤務を中心に多くの会社でテレワーク制度が導入されていま
す。制度内容や利用対象業務・利用対象者は区々で、現状ではマイナンバーなどのセンシティ
ブ情報を取り扱う業務や、会社の設備を使用するコールセンターなどの業務は対象外となる

会社が多いですが、本社部門を中心に活用が進みつつあります。
　今春闘では、いくつかの組合がテレワーク制度の活用促進や内容の充実に関する要求を
行っており、中には制度の利用対象業務を拡大する旨の回答を引き出した組合もあります。

テレワークには多岐にわたる効果・メリットがある3
　テレワーク制度を利用することによって、私たちは、働く場所を柔軟に選択できるようにな
ります。例えば、在宅勤務制度を利用すると、自宅で育児や介護を行いながら働くことができ
ますし、通勤に困難を抱えるシニア層や障がい者にとっても、自宅で仕事をすることによって、
過度な負担を抱えることなく活躍の機会を得ることができます。サテライトオフィスやモバ
イルワークについても、出張先にあるオフィスや移動時間を活用することで、効率よく仕事を
行うことができます。また、今回の新型コロナウイルス感染拡大のような事態に際しても、休
業等とはならずに仕事を継続することができます。
　このようにテレワーク制度は、従業員一人ひとりの価値観やライフスタイル・ライフサイク
ルが多様化する中で、それぞれのニーズに応じた働き方の選択を可能にする制度だといえる
のです。

　社会全体で導入・活用が進められているテレワーク制度は、働く場所を柔軟に選択できるものとして期待が高まる一方で、新しい働き方に対する不安や、制度は導入され
ているものの利用しづらいといった懸念もあるのではないでしょうか。
　生保労連では今年度、「内勤職員のテレワーク」に関する検討を行い、その効果や留意点について取りまとめましたので、今号から2回にわたり、その内容をみなさんと共
有していきたいと思います。内勤職員のみなさんと同様に新型コロナウイルス感染予防対策として在宅勤務をされている、営業職員のみなさんにも参考にしていただけれ
ば幸いです。1回目は、テレワーク制度の概要とその効果について取り上げます。

「テレワーク」について考える (2回連載 第1回)

テレワークは働き方にどんな影響を与えるのか？
－ 内勤職員への効果・影響を中心に －

次回は、テレワーク制度の留意点と、制度を活用した働き方について考えます。




